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地域におけるウォーキング推進キャンペーンの効果

一沖縄県南城市｢ちゃ～シュガー!？ウォーキングキャンペーン！」の事例一
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１．はじめに 活動や運動の増強はまた、喫煙行動や食行動など

他の健康行動を増進させる「入り口（gateway)」

の役割を果たす（Costakisら，1999）ことから、

沖縄県において、健康を維持・増進させるために、

身体活動の増強を目的とした取り組みが必要であ

る。

地域住民の身体活動増強を目指したポピュレー

ションアプローチの手段として、欧米を中心に、

メディアを利用した様々な健康推進キャンペーン

が展開されている。今のところ健康に問題がなく，

健康に関心の薄い生活習慣病予備群の人たちは健

康診断や医療機関に掛かる可能性が低く、アプロー

チがなかなか届かない現状がある。そのような人

たちの健康“意識,,を高める方略の一つとして、

健康推進キャンペーンは有効である（Reger-

Nashら，2006)。また、一度に大多数に影響を及

ぼすことができるために、地域全体へのアプロー

チが可能となることも特徴である。先行研究では，

住民の食行動や運動行動への,`態度，,の変容にあ

る程度の効果が得られたと報告されている

沖縄県はこれまで長寿地域として国内外に知ら

れてきたが、近年、健康状況が急激に悪化してい

る。男性の平均寿命順位が第４位（1995年）から

第26位（2000年）へ急落した「26ショック」は県

民にとって衝撃であった。中でも、40-50歳代以

下の働き盛りの男性における健康状態の悪化は深

刻であり、40-50歳代の脳・心臓血管系疾患、お

よび60歳代の糖尿病による死亡率は全国ワースト

１位となっている（浅野・田中，2004)。また、

肥満者の割合も全国平均より20％程度高いことが

報告されている（沖縄県，2002)。このような健

康悪化の原因の１つとして，車社会や暑さによる

身体活動量の不足が指摘されており、実際に、日

常生活における歩行量は全国平均より少ないこと

が報告されている（沖縄県，2002)。

肥満や生活習慣病といった慢性疾患は、定期的

な身体活動や運動によって予防や改善が可能であ

ることが認められている（Pateら，1995)。身体

熟１琉球大学国保支援プロジェクト

＊２琉球大学教育学部教育カウンセリングコース

＊３琉球大学教育学部生涯健康教育コース非常勤

＊４沖縄県南城市健康課

－１７５－



琉球大学教育学部紀要第71集

（Beaudoinら，2007)。

沖縄県南城市（旧佐敷町）では、平成16年度よ

り厚生労働省から指定を受け、「国保へルスアッ

プモデル事業」を実施している。このモデル事業

のねらいは、生活習慣改善に効果的なプログラム

の実施マニュアルを作成し、保健従事者が効果的

な保健事業を実施することで一次予防を推進し、

医療費の適正化につなげることにある。

本稿では、モデル事業の一環として実施した、

｢ちゃ～シュガー!？ウォーキングキャンペーン！

～１日10分歩こうよ～」の概要を報告するととも

に、その効果について検討する。

キャンペーン活動

ウォーキングキャンペーンでは，『１日10分歩

こうよいのキャッチコピーをスローガンに掲げ，

地域のシンボルであるさとうきびをモチーフにし

た「シュガー君」をキャンペーンキャラクターに

して、住民が親しみやすいロゴマークを作成した。

キャンペーンの期間は2006年10月１日～2006年１１

月30日の２カ月間で、多様な手段を用いて住民へ

ウォーキング（散歩）を推奨するアプローチを行っ

た。具体的内容について、以下に示す。

魔術鰯一2．方法

キャンペーンロゴマーク「ちゃ～シュガー!？ウォーキングキャンペーン！

～１日10分歩こうよ～」のねらい

ウォーキングキャンペーンは、佐敷地区を対象

に、最もポピュラーな運動の一つであるウォーキ

ング（散歩も含む）を行うきっかけ作りと、地域

全体を巻き込んだ雰囲気作りを図ることを目的と

して展開した。あまり活動的ではない住民をター

ゲットとして、彼らに少しでも運動（身体活動）

に関心を持ってもらい、実際に行動してもらうこ

とを大きなねらいとした。そのために、「１日１０

分」と目標値を比較的低めに設定した。

1）イベント

①「南城市ウォーキング大会」

上記のタイトルを掲げて、2006年10月８日

（日）にウォーキングイベントを開催した。コー

スは5.2kｍ（佐敷コース）と合併した知念地区

１４kｍ（知念コース)、計２コースを設置し、初

心者から上級者まで楽しめるイベントとした。

子供からお年寄りまで参加できる様に条件は特

に設定せず、受付も当日とした。当日は市内に

１－－￣￣￣

｢ウォーキングキャンペーン｣全体像

ペーンＰＲＧｈＺ＊ (その他しかけ）

ステッカー（車に貼るなど）

コースター（飲食店に配布）

のぼり（ウォーキングイベント、行政機関）

ボスター（行政機関、スーパー、金融機関等の主要機関）

ビラ（多棡施股の店内、トイレ等に貼り付け）

横断幕（国道等でウオーキングイベントのＰＲ）
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とどまらず他市町村からの参加もあり、842名

の方がウォーキングを楽しんだ。健康イベント

にあまり参加しない若年層（10代、２０代）の参

加も目立ち、幅広い年齢層の参加型イベントと

なった。

②出前ウォーキング教室

１０月から11月のキャンペーン期間中、佐敷地

区の７自治区で近隣自治区の住民を対象とした

ウォーキング教室を開催した。主な内容は①ウォー

キングキャンペーンの紹介（周知)、②健康教

室生、モニター生、通信教室生による"健康づ

くり体験談，，の発表、③ウォーキングの知識と

実技の流れであった。全体の参加人数は153名

であった。

③街頭活動

ウォーキングキャンペーンの認知を広げるた

めに、１０/1２（木）、１３（金）の２日間、朝の

通勤時間帯に街頭運動を実施した。立地的に佐

敷地区の玄関口である津波古交差点において、

スタッフがのぼり旗を持って街頭に立ち、出勤

者にステッカーなどのキャンペーングッズの配

布を行い、キャンペーンのＰＲ活動を展開した。

④健康標語の募集

キャンペーン期間中の10月から11月にかけて、

南城市民に向けて健康標語を募集した。応募対

象は、小中学生の部と一般の部に分けて行った。

小中学生の部では、佐敷地区の小学校および中

学校（佐敷小、馬天小、佐敷中）に呼びかけて

実施した。一般の部では、南城市の行政機関や

佐敷地区の金融機関、スーパーなどに応募箱を

設置した。また、キャンペーンの一環で行われ

た南城市ウォーキング大会やウォーキング教室、

ちや～シュガー!?健康教室のフォローアップ教

室などでも募集を行った。応募総数は小中学生

の部で344名、一般の部で80名であった。これ

ら作品の中から、各部入賞３名、優秀賞２名、

最優秀賞１名、計12名を選出し、2007年１月に

行われた「南城市健康づくり推進大会」で表彰

を行った。

2）キャンペーングッズ

①ポスター

キャンペーン実施を知らせるポスター（Ａ１

サイズ)を作成し、地区内の主要施設(行政機関、

公民館、スーパー、金融機関、飲食店など）に

掲示した。ポスターには「１日10分歩こうよ！」、

｢ウォーキング・散歩強化月間」のメッセージ、

ウォーキングイベントやキャンペーン期間中に
しようはし

5N催された「尚巴志ハーフマラソン」の案内も

掲載した。

②ウォーキングマップ

前年度に作成したウォーキングマップを、ウォー

キングイベント・教室等で配布した。ウォーキ

ングマップは佐敷地区全９コース、約２km、３０

分で歩けるコースを紹介した内容となっている。

③ステッカー

佐敷地区内外へ

キャンペーンを浸

透させるために、

５パターンのステッ

カーを作成し、ウォー

キングイベント・

健康教室、街頭活

動を中心に、南城

市各庁舎、飲食店

など多方面にわた

り配布を行った。

ステッカーにはキャ

ｊ騨韓

忍蝋勘繊
写真）ステッカーンペーンロゴとウォー

キングを推進するキャッチコピーが書かれてお
はっし

り、それぞれ「巴志歩かんと｣、「キレイな人

ほど歩いてる！」、「腹が出てきたなぁ・・・｣、

｢そうだ！ウォーキングに行こう｣、「とりあえ

ず、歩け！」であった。このステッカーは車や

オートバイのボディ、または自宅玄関や店内な

ど好きなところに貼ってもらうように呼びかけ

た。

④コースター

配布はステッ

カーと同様の方

法で行い、お店

を利用するお客

さんに活用して

もらうように、もらうように、
写真）コースター

特に飲食店での配布を強化した。コースターは

キャンペーンキャラクター「シュガー君」のイ

ラスト入りで、裏表それぞれ「今日はよく動い
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た！」と「今日は動いてな～い」の２種類の内

容になっている。お客さんはその日よく動いた

かどうかをふり返り、どちらかの面を表にして

利用するというしかけであった。

⑤ビラ

健康に関する内容のキャッチコピーを載せた

ビラを作成し、行政機関各施設内及びスーパー

飲食店等の店内、トイレ等に貼ってもらった。

利用客がそれを見て少しでも健康づくりに関心

を持ち、健康意識を高めるための一つのきっか

けになればとのねらいがあった。

⑥ラジオ風ＣＭ

キャンペーン実施のＰＲと歩くきっかけづく

りをねらいとして、ラジオ風ＣＭを作成し、

地区内各公民館からＣＭを放送した。放送の

中身は、「ちょっと歩きたくなる話」と題した

全９話のストーリーで、シナリオはスタッフが

作成した。また、読み手には沖縄県内で活躍す

るフリーアナウンサーに依頼をし、地域に密着

した内容の放送になるよう工夫した。

知について質問を行った。

３．結果と考察

１）対象者の属性

事前と事後の２回の調査に回答した人の中か

ら、不備のあったものを除いた220名を分析の

対象とした。２回の調査に協力した者の割合

（回答率）は２割強であった。

回答率は年齢が上がるほど、また男性より女

性の方が高かった（表１）。時間的にゆとりが

ある中高齢者や普段家庭に居ることの多い主婦

層の回答率が比較的高かったと考えられる。

表１対象者の属性人数（％）

20代３０代４０代５０代６０代合計

男性(ｲ乱)(41%)(41%)(100%)(,鶉%)8５
９９２２

女性(7鰯)(127%)(105%)(132%)(術)135
２８２３２９

(lii%)(168%)(1j:%)(2品%)(3J;%)220
３７

評価方法

キャンペーンの評価は、事前（９月下旬）と

事後（12月中旬）に、郵送によるアンケート調

査を行い、比較・検討を行った。調査内容は、

運動や食に関するもので、現在の状況や意識に

ついて聞いたものであった。調査対象者は無作

為で抽出された佐敷地区住民1000名であった。

20代から60代までの住民それぞれ200名（男女

各100名）を抽出し、調査に協力を求めた。な

お、事前と事後の２回とも調査に協力していた

だいた方には粗品を進呈することで、回収率を

高める工夫を行った。

２）キャンペーンの認知（図１，表２）

事後調査の中でキャンペーンの実施を知って

いるか聞いたところ、73.2%が「知っている」

と回答した。住民の３／４近くの住民がキャン

ペーンを認知していたことは、ある程度キャン

ペーンが住民に伝わったと言える。また、キャ

ンペーンの認知について年齢が上がるほど、ま

た男性より女性の方が認知率は高かった。性と

年代から推察して、普段から居住地域で活動し

ている中高齢者や家庭に居ることの多い主婦層

の認知率が高かったと考えられる。

調査内容

調査内容は、①人口統計学的データとして、

年齢、性別、職種について、②ウォーキングキャ

ンペーンがどの程度住民に伝わったかを評価す

るために、キャンペーンの認知について、③行

動指標として運動の行動変容ステージ、「ウォー

キング・散歩時間｣、「その他の運動時間｣、お

よび実際の行動に影響を及ぼすと考えられる運

動セルフエフィカシーと自宅周辺運動環境の認

ロ知っている□知らなかった

２

２

図１キャンペーンの認知
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表２キャンペーンの認知者の内訳 ②ウォーキング・散歩時間と運動時間（図３，

図４）

「ウォーキング・散歩時間」と「その他の運

動時間」について、事前事後の変化を検討した。

週当たりのウォーキング・散歩時間について、

群×時間の分散分析を行った結果、群の主効果

が認められた。「認知なし群」が前後でほとん

ど変わらなかったのに対し､「認知あり群」で

はウォーキング・散歩時間が74.7分から92.4分

に増加した。群と時間の交互作用は確認されな

かったが、「認知あり群」のウォーキング・散

歩時間が増加する傾向を示したことは、ウォー

キングキャンペーンの影響によるものと推察さ

れた。

また、ウォーキング・散歩以外の運動時間に

ついて同様の分析を行った結果、群の主効果が

確認された。ウォーキング・散歩時間は増加傾

向を示したのに対し、その他の運動時間は5分

程減少した。今回のキャンペーンは運動全般を

推奨したというよりは、気軽にできるウォーキ

ング（散歩）に特化してプロモーションを展開

した。そのため、運動全般への影響は見られな

かったと考えられる。

知っている男性女性合計

代
代
代
代
代

０
０
０
０
０

２
３
４
５
６

３．７

５．０

２．５

8.7

16.8

8.7

12.4

13.0

11.8

17.4

9.4

15.2

10.1

30.4

34.8

合計 36.6 63.4１００

３）運動行動について

以後、キャンペーンの効果を詳細に検討する

ために、キャンペーンの認知の有無を基に、

｢認知あり群」と「認知なし群」の２群に分け

て分析結果を示す。

①運動行動の変容ステージ

定期的な運動を実施しているか、また運動実

施の準備性について、５段階で回答を求めたと

ころ、図２の結果が得られた。

「認知あり群」について、キャンペーン前後

のステージ変化を見ると、実際に運動を実施し

ていない前熟考期、熟考期を合わせて47.9％だっ

たのが、キャンペーン後では37.9％に減少した。

その差10％が何らかの運動行動を起こす段階

(準備十実行＋維持期）に移行したことが考え

られる。特に、ターゲットとした熟考期の割合

は34.2％から23.6％と大)きく減少した。一方、

｢認知なし群」の運動非実施者（前熟考十熟考

期）の割合は増加した。このことから、キャン

ペーンの一定の効果が示唆された。

(分/週）－浬知あり－鋒阻知なし

02.4
B、

７４.フ

6，

54.9

54.6

群の主効果
4０

率前事後＊ｐ<,０５
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③運動セルフエフィカシーと自宅周辺運動環

境の認知（図５，図６）

運動行動に影響を及ぼす運動セルフエフィカ

シーと自宅周辺運動環境の認知について、事前

事後の変化を検討した。

定期的な運動を実践することができる見込み

感を評価する運動セルフエフィカシーについて、

群×時間の分散分析を行った結果、有意な変化

は認められなかった。しかし、スコアの変化パ

ターンに着目すると、「認知あり群」は運動セ

ルフエフィカシーが増加し、一方、「認知なし

群」のそれは減少したことは、興味の残るとこ

ろである。事前段階の行動変容ステージを基に、

前熟考、熟考期に属する人達の運動セルフエフィ

カシーの変化に注目すると、より詳細にキャン

ペーンの影響が見えるかもしれない.

自宅周辺にどの程度運動しやすい環境が整っ

ているかを評価する自宅周辺運動環境の認知に

ついて、群×時間の分散分析を行った結果、群

の主効果が認められた。運動行動に影響を及ぼ

す環境的要因は、「認知あり群」の方が有意に

高く、「認知あり・なし」の両群とも、キャン

ペーン前後で大きな変化は見られなった。この

ことは、キャンペーンの実施によって、住民が

近隣の環境を前向きに再評価するという可能性

を予想したが、そのような変化は示さなかった。

すなわち、環境的要因は安定したものであり、

一定の影響力を持って常に住民にウォーキング・

散歩や運動の機会を提供しているということが

考えられた。

４．まとめ

2006年10月～12月の２カ月間、佐敷地区全域に

おいて地域住民の運動（身体活動）参加のきっか

けづくりを目的とした「ちゃ～シュガー!？ウォー

キングキャンペーン！」を実施した。

その結果、キャンペーンの実施を知っていた

｢認知あり群」では、運動行動の変容ステージの

変化に関して、主なターゲットとした活動的でな

い人（前熟考十熟考期）の割合が47.9％から37.9

％に減少し、何らかの運動を行う上位の段階に移

行した。また、実際の行動指標である「ウォーキ

ング・散歩時間（分／週)」について、「認知なし

群」でそれほど変化が見られなかったのに対し、

74.7分から92.4分に17.7分増加した。以上のこと

から、佐敷地区を中心に、“歩くこと（ウォーキ

ング、散歩)”を強調して展開したウォーキング

キャンペーンの一定の効果が示唆された。ウォー

キングキャンペーンが地域住民の運動・身体活動

(主にウォーキング・散歩）の実施にポジティブ

な影響を及ぼしたことが考えられた。

「ウォーキング・散歩時間」や「その他の運動

時間」などの行動指標、また、その媒介変数であ

る自宅周辺運動環境の認知などいくつかの指標に

関して、「認知あり.なし群」の間に群の主効果

が見られ、「認知あり群」の方が好ましい値を示

した。この群間の違いは、各群における属性の違

いを反映している可能性が考えられた。つまり、

｢認知あり群」は住んでいる地域が主な生活場面

であり、比較的時間にゆとりのある中高齢者や主

婦層が多く含まれているために、比較的若く、家

事や仕事で忙しい「認知なし群」の人達と比べて、

事前の段階からウォーキングや何らかの身体活動・

運動を実施していることが考えられた。また、居

住地域が生活場面である彼らはキャンペーンの影
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5．文献響を受けやすいために、各指標において望ましい

変化パターンを示したのではないかと推察された。

したがって、地域全体を巻き込んだこの種の健康

推進キャンペーンは、特に地域で生活する、中高

齢者や主婦層に最も影響を及ぼす可能性が考えら

れた。今後、キャンペーンがどういう属I性の人達

に効果が大きかったのか、またはそうでなかった

のか詳細に検討する必要がある。

最後に、健康推進キャンペーンの意義について

簡単に述べたい。これまで、市町村の保健師や栄

養士などの専門家を中心に、地域住民の保健事業

が展開されてきた。具体的には、健康上気になる

住民に対しての個別指導であったり、数十名単位

のグループに対する健康教室などが主なアプロー

チの方法であったｂしかしながら、これらの方法

は指導を受けた住民にとっては非常に有益で貴重

な経験になるかもしれないが、地域にはその数以

上に何千、何万という住民が生活しており、その

中には専門家がアプローチしたくても手の届かな

い住民も多く存在する。例えば、健康意識が希薄

で住民健診等を受診しないようなタイプがその典

型である。沖縄県全体的に広まる生活習慣病を予

防・改善していくためには、無関心の人達にも何

らかの健康教育的アプローチを展開していかなく

てはならない。その一つの方法として、健康推進

キャンペーンは有効な手段となり得る。先行研究

では、運動や食に関して実際の"行動',への影響力

はそれほど大きくないが、〃態度，,などの意識面に

は大多数に一度に大きな影響を及ぼすことができ

ると示されている（BeaudoinetaL，2007)。本

研究においても、行動面に大きなインパクトを与

えたとは言うまでには至らなかったが、一定のキャ

ンペーンの影響は確認された。専門家のアプロー

チが届かない健康に無関心な層を関心のあるレベ

ルに底上げする意味においては、地域全体にアプ

ローチできるキャンペーン活動は重要な保健活動

の一つであり、積極的に進めていく必要がある。
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